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仁医師会月間行竺」
昭和63年10月度理事会

10月11日ω 午後?時30分"'9時30分
光市医師会館

出席者;竹中会長 ・福本副会長

臆原・赤崎 ・近藤 ・梅田 -吉村各理事

議題(報告・協議事項)

1 )ファクシミリ機種選定の件 (竹中会長)

諸種条件を検討の結臭、三洋電機の機種

に決定。

2 )夜間診療問題について (竹中会長)

他市で夜間診療が討議され、具体的に動

き出そうとしている所もある。当医師会

でも検討の時期が来ているのではないか。

資料として当医師会の夜間診療の現状実

態調査をしてみたい。

3 )麻薬受伺・講習会の件 (丸岩理事)
麻薬関係研修会講師巡造、徳山保健所ー

堀・古野氏、 10月258

4 )納涼懇親会の会計報告 (梅田理事)

5 )秋のレクリヱーション会計報告
(梅田理事)

6 )光市医師会収支決算報告 (4"'9月)

(藤原理事)

? )その他

イ)第2回山口県乳腺疾患研究会の開催

について

ロ)山口県医師会裁定委員会補欠選挙の

推薦屈出受理の送伺について

ハ)医業税制改悪反対など税制改革問題

につい

二)資絡関係過誤発生原因調査結果及び

この種の過誤防止について

ホJ新入会員一高野信一先生 (光市立病

院整形外科)10月1日入会

へ)生涯教育関係

月例会で鳥枝先生の学術講演予定

心電図研究会を10月21日におこなう

10月研修会は下松市の引き受けで、10

月26日‘講師箆井英雄先生 (山口大助

教授，演題f最近の高血圧治療の考え方j

光三師会親睦球技大会

10月2日旧)午後1時~

光市スポーツ公園

球技種目 ソフトポール

懇親会 午後6時30分~

光オリエンタルホテル

光市医師会定款等検討委員会(第6回)

63年10月18日ω 午後?時"'10時10分
光市医師会館

出席者;鹿田委員長 ・田中 ・中村(国)

中村(琢)・福本・藤原・吉村各委員

竹中会長

議題

1 )定款と細則の総括的検討

心電図研究会 (第4回)

(下松・光市医師会合同)

10月21信組 午後7時30分"'9時

光市立病院

演 題 「心電図の読み方J

講 師 徳山中央病院循環内科
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部長河野隆任先生

症例1) 心筋梗塞ー河野先生症例
'主訴)動停・胸部圧迫感 63才、男

症例2} 低K血症一赤崎先生症例

f主訴}四肢の筋力低下 31才、男

昭和63年10月度

月例会・研修会

(麻薬事務受侍 ・講習会)

10月25日ω 午後7時-9時
光市医師会館

(1)麻薬事務受付・講習会

徳山保健所 堀・古野主任技師

(2)研修会

演題 f胃カルチノイド症

症例及び文献的考察j

講師 光市立病院鳥枝道雄先生

(3)月例会(報告・協議事項)

イ)夜間診療問題について

口)その他

1 )ファクシミリの件

2 )第2固山口県乳線疾患研究会の件

3 ) 11月20日研修セミナーに学会パス
運行

4 ) i泥かぶら入場券の件
5 )新入会員高野先生の紹介
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乳がん検診担当者協議会

10月28日(釘 午後?時~

光市保健センター

出席者;

(光市医師会)竹中・渡辺・富恵・

光武 ・松本・兼清・道上・佃

(保健センター)

川崎所長・総本係長

津村・瀬上保健婦

協議事項

1)出務人員配分について

2 )出務手当について

3 )その他

県医師会行事・同関連行事出席

( 1 )第109固定例代議員会
竹中会長出席ー10月27日、県医師会館

( 2 )結核審査会

福本副会長出席-10月20日、徳山保健所

|蹴λ禽鹿沼命|
高野信一先生

光市立病院 整形外相

略歴

昭和56年山口大学医学部卒業

3 
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昭和5?年6月""'58年3月山口大学附属病院

昭和58年4月""'59年3月横須賀米海軍病院

昭和59年5月""'60年3月山口大学附属病院

昭和60年4月""'61年6月山口労災病院

昭和61年?月""'62年6月山口大学附麗病院

昭和62年7月""'63年9月済生会山口総合病

院

10月1日よリ、光市立病院での勤務が始

まりましたが、早や、 1ヶ月が経ち、最初

は、初めての土地という事もあり、とまど

いの連続でしたが、漸く、少し、新しい生

活にも慣れてきました。

侍でもよいから、自己紹介的な一文を書

く様にと、原稿用紙を、渡されましたが、

さて、一体、何を書けばよいのか、悩んで

いる所です。

元来、身体を動かすのが、好きな方で、

下手な横好きで、色々なスポーツに、手を

出していました。特に、アイスホッケーが

面白く、暫く、一生懸命ゃったりしており

ました。しかし、数年前に、スキーで、膝

を負傷して以来、ランニングが不能となり

ホッケーも断念し、他のスポーツ一般とも、

段々、疎遠になり、酒が飲める訳でなし、

囲碁、将棋等の、頭脳的趣味がある訳でな

し、結局、無為に、日々を過ごしていると

いうのが正直直な所です。

ただ、ホッケーで学んだ、チームワークが

大事だという事は、忘れぬ様に努め、周囲

の皆様方に、余り、迷惑を、お掛けしない

様、何とか、頑張っていこうと、思ってお

ります。宜しく、お願い致します。

退会

芦田一郎先生

光市立病院→山口大学附属病院整形外科
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光三師会疎技大会
医節会ドクターズ・優跨ZF

光三師会ソフトポール優勝記

福本寿雄

光三師会の役員会で親睦球技大会を10月

2日(日)にソフトポーjレをすることとなった。

月初めで保険請求があリ、又運動会、結婚

式等予定のある人が多く反対したが、他の

日では日程がとれないということで仕方な

く決定させられた。

参加者を会員のみに募集したところ、応

援を含めて19名も参加してくることとなっ

た。ことに市立病院の先生が5人も出てく

れ大いに助かった。若い先生が多く出場し

てくれ、竹中先生、板垣先生等熟年組は出

る幕はなかった。

10月2日は朝少し豊っていたが、午後は

次第に晴れてきて少々暑かったが、 風があ

り丁度よいスポーツ日和となった。

午後1時半試合開始。第一試合、 医師会

は歯科医師会と対戦した。歯稿側は若い技

工士さんを入れていたが、赤崎投手の球が
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蛮化球の切れが良く歯科側はさっぱり打て

ず、反対に医師会は打樟大いに揮い、 10: 

3で大勝した。

っていて第二試合はすぐに薬剤師会と対

戦した。これも武田の若い薬剤師が入って

いた為か、 1回表に3点を先制され苦戦し

たが、我々も2回3固4IQJに1点づ1を入

れ最終回に打搾爆発、遂に逆転サヨナラ勝

ちした。ハラハラする勝利であった。

私は自ら監醤をかつて出て、 20年前に作

った光医師会のユニホームを着て、三塁側

に唯立っていただけであった。 20年前頃は、

今は亡き上野、亀田、大野先生達も張り切

っており、年も35~40才で県医でも 2IQJ位

優勝したことを思い出した。もう今後この

ユニホームを着て試合することもないだろ

うな~と竹中先生達と話し合い、少々淋し

い気持になってしまった。

シマッテイコウ

2~3 人の先生の子供さんが応援に来て

くれ、黄色い声で盛んに「父チャン、ガン

バlノJ rオジサン、ガンバlノJの大声援を

してくれたのは嬉しかった。板垣院長は試

合とはおかまいなしにビデオカメラのシャ

ッターを盛んにおしていた。第三試合(歯

:薬)がすみ午後3時半に全部終了し、 優
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勝ト口フィーは昨年につYいて医師会が受

け取った。

午後6時半よりオリ工ンタルホテルに於

て懇親会を行った。竹中会長の乾杯につY

いて宴会に入り、誌もはずみカラオケも飛

び出し、とてもなごやかな雰囲気だった。

戚積 -選手 ・受賞者・応援団は下記の通リ

目 3I 4 I 5 I 

ム|薬1310111110151
第二試
ロ|医I_oL 1 I 1 1 1 1 3 AI6 A 1 

優勝医師会 2勝。敗

さ笹ー優勝 薬剤師会 1勝1敗

3 位歯問医師会 O勝2敗

光医師会 ドクターズJチーム監督・福本

{ポジション) (打順〕

投手赤崎 2番

捕手 東→鳥枝 8タ

1塁藤原→富恵 7 -/ 

2豊山本 1チ

3塁河内山(正) 4 -/ 

遊撃横山 9チ

左翼須賀 3 -/ 

中堅道上 5 -/ 

右翼佃 6チ

〔応援団):竹中，板垣.渡辺，梅田，吉村，広田，東岩

最優秀選手賞 河内山(正)

優秀選手賞 横山

珍プレイ賞 富恵、東、横山

ファインフレー賞横山、河内山(正)

ホームラン賞 佃、須賀、河内山(正)

赤崎先生に、二試合完投、勝利投手賞を差

上げるのを忘れていたことをお詫びします。

5 
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多発性胃カルチノイド
一本邦胃多発症例の検討一

光市立病院外科

鳥枝道雄・金福柱 ・濃川正信

山口大学第一タト科 守田信義

中部に、力ルチノイド腫療の芽と考えられ

る胃内分泌細胞の過形成巣とmicrosα)pic

carciroid tlIOOrを無数に認めた。円。で

でありstageIて・あった。カルチノイド腫

揚部はグリメリウス陽性で、フォンターン・

マッソン染色は陰性であった。免疫組織学

的には、麗揚部はガストリン陰性で、胃前

庭部にガストリン産生細胞の増生を認めた。

山口大学第一病理石原得博 術後経過は順調で、血清ガストリン値は正

力ルチノイドは稀な腫霧であるが、原腸 常域に復帰し現在外来で経過観察中である。

系臓器における内分泌細胞由来の腫携で一 本邦胃多発性カルチノイドを集計してみ

種のfLJlctim川8tリoorと考えられてい ると、 24例のうち15例がび慢型であり、こ

る。本邦1983年の胃癌アンケート集計では、 れらは臨床的に無酸症8/15(53%)、高ガス

161例の胃力jレチノイドの集計がなされて

いるが、多発例はこれらのうち13%前後に

すぎないとされている。最近われわれは、

胃多発性力jレチノイドの一例を経験したの

で、本邦胃多発症例の検討をあわせ報告す

る。

症例は39歳女性。昭和62年3月の成人病

検診で貧血と胃の多発性隆起性病蛮を指摘

され、精査の目的で当院を受診した。糞血

は鉄剤の内服で改善したが、胃内視鏡検査

の結果、胃体上部前壁に山田E型1cm大の
隆起性病変と胃体上部後壁に山田E型 0.5

m大の隆起性病変を指摘された。同隆起の
生検の結果、異型細胞がみられたため後日

ポリペクトミーが施行され胃力jレチノイド

の診断が確定した。血清ガストリン値は

3000同VmQ以上と高値を呈し、抗胃壁細胞
抗体は40倍と陽性であった。多発の可能性

を考慮し、同年5月7BR2のリンパ節郭

清を含む胃全摘術を施行した。病理組織学

的には曽我分類混合型のカルチノイドであ

った。浸潤はsmまでで、胃上部およひ胃
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トリン血症9/15(60%)、貧血8/15(53%)を

伴っており、組織学的には胃上部粘膜萎縮

7/15(46%)を伴っていた。現在の生検法で

は、胃びまん型力ルチノイドの術前診断確

定は困難であり、胃内陸の小隆起多発無酸

症、高ガストリン血症、貧血からぴまん型

胃力jレチノイドを類推し、このような症例

には胃全摘術が妥当と考えた。

= 編集後 記=

朝夕の風が冷たさを増してきました。

鳥枝先生に講演をいただきました論文の抄

録を掲載しました。

10月号の高橋先生の名前の字が間違って

おリました。(建が健になっておりました)

お詫び致します。(吉村)
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